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れは， Mitochondriaと密切な関係を有しているも
のである。それの証明はし、わゆる NachReaktion 
の助けによって，具体化されるものなり。すなわ
ら，この反応は dimethyl・p-phenylene-diamine
と α-naphtholの混合物の SimultaneousOxida-
tionを指し， insoluble indophenol blueが生成
される。最近，組織化学的に CytochromeOxidase 
を証明するに新しい方法，すなわち， Nachlas et 
.a1.による ADNMethodがある。 4-Amine-d， 
N-Dimethyl naphthylamineを以て， dimethyl-p-
phenylene diamine K換え， Indonaphthol purple 
が生成される。その結果，組織内にて活性陽性部に
はに purplegranule r染るのがみられる。Normalc.
の Plattenepithel にては， parabasal，basal I乙
行くにしたがい，陽性部が増加する傾向Kあって， 
Superficial Iこは不規則の粒子が染っているが，こ
れは今後さらに検討する余地あり。 Erosio papil-
laris にては， Zylinder epithelおよび Drusenの
所に細かい頼粒状に染っているのがみられる。 Ca 
in situ Kては Stroma の比較的 in situ の 
grandular involvementの周辺部にある Drusen
Epithel にも強陽性である。 C.C.では，実質では頼
粒細かく大小均一，間質では大小不正の頼粒あり。
12.放射線照射時における子宮頚癌の組織化学的
研究(第2報〉
宇田川敏二
放射線照射により子宮頚癌が組織化学的にどの様
な変化をみせるかは興味深い問題であり，今回私は
放射線として C060を用い， 1回 1120mchの線量
を1，.2回照射しその癌細胞内物質の増減傾向が 2， 
3得られたので，形態的変化と共にそれを報告す 
る。形態的には原形質，核の膨化，エオジン濃染，
核濃縮，原形質，核の空胞変性，崩壊，壊死の各像 
がみられ，それらの変化K伴ってその周閤の謬原線 
維および格子様線維の増生が認められた。組織化学 
的には，核酸は DNA，RNA共減少傾向が認めら
れ，蛋白 SH基も減少の傾向である。 DNAKブロ
ックされない塩基性蛋白は軽度増加し，形態的民崩
壊像l乙近い変化のあるところは減少の傾向を示す。 
α ァミノ基は軽度増加するが，間質に強く増加がみ 
られるため，癌巣の崩壊像では強く増加する様に見
える。グリコーゲンは癌細胞内及び間質に共に増加
する傾向である。酸性粘液多糖類は増減傾向はみら 
れずほとんど変らない。中性脂肪は間質K増加を認
め細胞に脂肪沈着するものが散在性にみられる。な
ほ酵素活性は戸ークツレクロニダーゼ，非特異性エス
テラーゼ，乳酸およびコハク酸脱水素酵素， DPNー
ディアフォラーゼではいずれも癌巣に顕著な減少傾
向を示すが，酸性およびアノレカリ性 RNA-ase，お 
よびアミノペプチダーゼ、は共に癌巣iと増加傾向が認
められた。
13.盤光染色法による子宮頚癌の細胞組織学的研
究(第2報)(A.O染色について)
岩瀬秀一
アクリジンオレンジ染色を細胞学的組織学的診断f
k試みた。塗抹した細胞の染色方法は Bertalaffy
法によりまた組織切片はこの方法によるが A.O染
色を 20分に延長し CaC12による分別を 30分行う
とよく染色され核小体も明瞭になる。なほ切片はク
リオスタット中で作製した。 A;O染色にはパラフ
ィン切片は不適当である。正常組織では基底細胞j曹
の核が黄色につよく染まり表層にしたがうにつれて
核の色は緑色となる。細胞質の赤色は基底細胞層で 
は胞体が小さくて明瞭でないが強く赤色にそまる。 
傍基底細胞では赤褐色にそまり表層に向い線色とな
る。癌組織では核が黄色につよく染色され細胞質も
燈赤色にそまる。癌組織のうち比較的良性と思われ 
ものの核は強く黄色にそまり胞体は小さく小さく細
胞質の赤色はわずかにみとめられる。悪性と思われ
るものでは核がうすい黄色にそまり細胞質・の赤色は
強い。癌組織の間質は赤褐色に細胞質がそまる線維
状の細胞と形質細胞の増加がみとめられた。
14. X線照射後に生存せる Ehrlich腹水癌細胞
の変化に就て
片山純男，宇田川敏二
Ehrlich腹水癌移殖後7日目のマウスにX線全身
1回照射を行い，その癌細胞について， [工〕 線量
(100 r，500 r，1000 r，1500 r)と照射後の時間(照
射直後， 30分， 1時間， 3時間， 10時間， 24時間後)
による細胞内物質の消長を検索(特に核酸，蛋白は
顕微測光法で半定量的に検索〉すると共に腹水1.0
ml中の癌細胞数の変動を検討した。その結果， (1) 
DNAは線量に関係なく照射直後より減少し， 1時
聞で最低値を示し以後増加回復する。 (2)蛋白 SH
基は高線量照射においてP 照射直後より減少し， 30 
a分で最低を示し以後増加回復する。 (3)その他の物
質については有意の変動はない。 (4)腹水1.0ml中
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の細胞数の変動は照射後より減少し 1'"'-'3時間で最 細かい localizationはつけ難い。
低となり以後増加回復し， 100r群では対照群より 正常上皮から癌に至るまでの種々上皮で，特に特 
24時間後は増大する傾向があった。 (llJ 100r照 異的な染色性の変化や局在性の著しい差異を実質，
射群， 1000 r照射群および対照群を照射 24時間後 および間質において見出す事は出来ない。ただ， -
K，腹水を採取し，生食洗，遠沈操作で充実せる細 般に， SH基染色では増殖性の強い部位と角化傾向
胞をとり出し移殖した。移殖2代自において，それ のある部位に濃染し，後者は同時に SS基をも多く
ぞれの癌細胞内物質の量を比較検討，さらに癌細胞 含有するといえる。よって，正常上皮の基底層，異 
1000万を腹腔内移殖し，その腹水1.0ml中の細胞 常上皮，不穏上皮，異型上皮および癌の周辺部氏濃
数および移殖マウスの予後を比較検討した。その結 染し，角化層および癌真珠でも著染する。ただ異型
果(l)DNA含量は 100r群が対照群より小さく有 性の強い細胞核では SH基が多い様に思われ，一般
意の差を認めた。 (2)対照群に比し細胞の不揃いが に癌の細胞核はやや濃く，転移部位の細胞に濃染す 
1000 r群には顕著であった。 (3)腹水1.0ml中の るものが，処々にあった。 Ninchidrin-Schiffによ
細胞について，その増加率は移殖後 6'"'-'8日間では るαー アミノ基染色では，核i乙淡く，よって核が充満
100 r群が一番大きく次lζ対照群， 1000 r群の順で している癌実質では淡く見られる。またこの反応は
あった。 (4)移殖マウスの予後は 100r群が一番悪 角化部位では濃染し，癌真珠で著しし'0 
買で，有意の差を認めた。)1群の1000 rく次応対照群， 
15. ミクロオートラヂオグラフの発癌への応用
永田一郎
マウスにおける子宮癌の発癌過程を， 04-AICA 
をトレイサーとしたミクロオートラジオグラフ(以
下 ARGと略す〉を用いて核酸代謝の面から観察す
ることにした。 ARGは London(1904)が初めて
用いた放射能測定法で，標本と対照したアイソトー
プの分布図が得られること，取扱いに特殊な測定装
置を必要としないこと等の特徴を有する。測定方法
により， Macro ARG，Micro ARG，Track ARG 
の三種応大別され，作製法によってストリッピング
法，コーティング法その他に分けられる。私は予備
実験として， 04 AICAを4匹のマウスK 1，2，5， 
10μc腹腔内注射後3時間して子宮をとり出し， 5μ 
のパラフィン切片を作り， DN-ase，RN 処理をase・
施してピロニンメチル緑染色を行ない，富士 ET6 
Bストリッピングフィルムをまきつけ， 30日間露光
して TrackARGを作製した。そして，マウスで
は最低 10μcの C14が必要なこと，注射後3時間の
正常子宮ではトレイサーは主に血管腔内および細胞
核内に限局している乙とを知った。
16.子宮頚睦部正常上皮，変化上度，癌における
蛋白質 (SS基， SH基)(第 3報)
片山純男 
Cryostat切片での上記表題につき， SH基染色を
中心に二・三染めて見たが，パラフィン切片に比し
てその染色性は大いに優るが，ややピ慢性になり，
17.婦人科領域における RN-aseの組織化学的研
究(第 1報)
西原源太郎 
Nucleaseは核酸を Nucleotide R.迄分解する酵
素であり，特異的K RNA R.作用するか DNArc.作
用するか K よ.り， RN-aseと DN-aseとに 2分さ
れ，それぞれにアルカリ性領域で働く物と酸性領域
で働く物とがある。
子宮頚陸部上皮に対しアノレカリ性 RNAを基質と
して組織化学的実験を行った。
(方法〕 新鮮凍結標本を Cryostatで 15μ の厚さ
に切り Slide Kはりつけ， 80%冷アノレコー ノレで、 20
分間固定した後，扇風機で乾燥し， pH 9.4の基質液
に3TCで4時間浸潰する。次いで CO(N03)2およ
び黄.色硫化アンモンで処理すると，陽性部には水K
不溶の黒褐色の COSが沈着する。
〔結果〕 毛細血管(出)，腺上皮(十件)"-'(廿)，基底
細胞および間質細胞の核(十十)，芳基底層および中間
層細胞の核(+)，間質の細胞質(十)'"'-'(一)，癌細胞
(十十)"-'(十)，上皮内癌(十十)"-'(+)，予備細胞(俳)'"'-'
(十十);癌を含む変化上皮では活性の強い例と弱L、例
とあり一定した成績は得ておらず，症例も少く未だ 
結論を述べる段階ではなく，今後検討する。 
18.子宮頚癌における Caの組織化学的研究(第 
1報)
本橋シズ子
当科における入院患者の手術摘出および外来患者
の試験切除標本 81例をアルコール固定パラフィン
